
　カフェやキャバレーを舞台に、19世紀末パリの華やかな風俗を描き出したロートレック。名門貴族
出身の画家が度々描いたのは、モンマルトルに生きる夜の女や芸人たちです。
　本作は、歌劇「シルぺリック」の主演女優ランデールを題材にロートレックが制作したもののなか
でも、最も洗練された多色刷りリトグラフ。ライトを浴びて微笑むランデールの、自信と希望に満ち
た表情が見事にとらえられています。結いあげた髪には、ぼかし表現をつくるために「吹き付け」の
技法が用いられました。これは、リトグラフに濃淡の表現を加えるもので、ロートレックが生み出し
たといわれています。

紙上
名画展

展覧会の会期、内容等が変更になることがあります。
最新の情報はメナード美術館ホームページをご確認ください。

アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック
《マルセル・ランデール嬢》
制作年：1895年　形　質：リトグラフ、紙　
サイズ : タテ32.7×ヨコ24.6cm

   
  
  

    
  

所蔵企画展　版画＆版画 12 人の表現者たち
期　間： 2022 年 4月19日㈫ －6月26日㈰　
休館日：月曜日

■　臨時休館と駐車場のご利用について　■

・4月4日㈪～4月18日㈪は臨時休館します。
・4月4日㈪より、別館アネックス外壁の補修工事を始めますが、4月19日㈫より利用はできます。
・4月19日㈫からの上記展覧会会期中は、工事のため駐車場の一部が利用できません。
・車いす用駐車場は西側に移動します。仮設スロープを正面アプローチに設置しますので、こちらをご利用ください。
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